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答 

全
て
の
こ
ど
も
た
ち
の
可
能
性

を
引
き
出
す
学
び
を
実
現
す
る
上

で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
必
要
不
可
欠
と
考

え
て
い
る
。
教
職
員
の
ニ
ー
ズ
や
ス

キ
ル
に
応
じ
た
研
修
の
実
施
や
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
効
果
的
に
活

用
し
た
好
事
例
等
の
共
有
な
ど
、

教
職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上
を

図
り
つ
つ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
よ
り
一
層
活
用
し
、
変
化

の
激
し
い
社
会
で
も
自
分
ら
し
く

学
び
続
け
、
他
者
と

協
働
し
な
が
ら
未
来

を
切
り
開
け
る
児
童

生
徒
の
育
成
を
目
指

し
て
い
く
。

答 

本
市
で
は
、
こ
ど
も
医
療
費
助

成
に
係
る
統
一
的
な
制
度
の
創
設

を
国
に
要
望
し
て
い
る
が
、
進
展

が
見
ら
れ
ず
、
地
方
レ
ベ
ル
で
措

置
す
る
こ
と
が
全
国
的
な
潮
流
と

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
や
市

議
会
の
付
帯
決
議
を
踏
ま
え
、
令

和
７
年
１
月
に
通
院
の
補
助
対
象

を
中
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
国

や
他
都
市
の
状
況
等
を
注
視
し
な

が
ら
、
令
和
８
年
度
の
対
応
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

答 

被
爆
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
直

接
、
被
爆
体
験
や
平
和
へ
の
思
い

を
聞
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

中
、
被
爆
体
験
伝
承
者
は
若
い
世

代
に
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
恒
久
平

和
の
実
現
を
願
う「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
」

を
共
有
し
て
も
ら
う
上
で
、
今
後

ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
を
担
う
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
市

で
は
、
Ａ
Ｉ
や
Ｖ
Ｒ
な
ど
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
た
新
た
な
被
爆
体

験
継
承
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
近

日
中
に
公
開
予
定
の
「
被
爆
証
言

応
答
装
置
」
な
ど
で
被
爆
者
の
体

験
や
平
和
へ
の
思
い
が
し
っ
か
り
伝

わ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

答 

本
市
の
就
学
援
助
制
度
は
、
認

定
基
準
の
基
礎
と
な
る
生
活
保
護

基
準
額
が
平
成
元
年
度
の
ま
ま
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
令
和
４
年

度
に
見
直
し
を
行
っ
た
。
今
回
違

法
と
判
断
さ
れ
た
の
は
、
国
が
平

成
25
年
か
ら
27
年
ま
で
に
実
施
し

た
生
活
保
護
基
準
の
改
定
に
つ
い

て
で
あ
り
、
こ
の
判
決
が
直
近
の

生
活
保
護
基
準
を
基
に
す
る
本
市

の
制
度
に
直
ち
に
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

答 

教
員
の
採
用
に
当
た
っ
て
は
、

過
去
に
児
童
生
徒
に
性
暴
力
等
を

行
い
、
教
員
免
許
状
を
失
効
し
た

経
歴
が
無
い
か
を
確
認
し
て
い
る
。

各
園
・
学
校
で
は
、
教
職
員
へ
の

面
談
や
定
期
的
な
研
修
の
実
施
を

徹
底
し
て
い
る
。
ま
た
、
児
童
生

徒
が
自
ら
被
害
に
気
付
き
訴
え
ら

れ
る
よ
う
、
発
達
段
階
に
応
じ
て

性
犯
罪
・
性
暴
力
に
関
す
る
教
材

を
活
用
し
た
指
導
を
行
い
、
併
せ

て
相
談
窓
口
を
周
知
し
て
い
る
。

答 

こ
れ
ま
で
の
生
産
性
向
上
等
の

支
援
策
に
加
え
、
令
和
７
年
度
か

ら
は
「
事
業
領
域
拡
大
検
討
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
」
を
新
設
し

た
。
支
援
企
業
の
現
状
を
分
析
し

て
、
企
業
が
有
す
る
コ
ア
技
術
や

強
み
を
整
理
し
、
市
場
調
査
や
新

事
業
の
検
討
な
ど
を
通
し
て
、
事

業
領
域
拡
大
プ
ラ
ン
の
作
成
を
支

援
し
て
い
る
。

答 

三
次
・
安
芸
高
田
・
広
島
ま
ち

づ
く
り
交
通
協
議
会
に
お
い
て「
ダ

イ
ヤ
改
善
及
び
本
数
確
保
」
は
課

題
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お

り
、
今
後
、
芸
備
線
の
機
能
強
化

策
の
検
討
の
中
で
、
す
れ
違
い
可

能
な
駅
の
増
設
に
つ
い
て
も
議
論

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

答 

電
子
契
約
の
導
入
は
、
本
市
と

事
業
者
の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
導
入
を
前

提
と
し
た
課
題
の
整
理
な
ど
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
後
は
次
期

広
島
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
位
置
付

け
、
着
実
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、「
と
し
ポ
」
を
い
わ
ば
地
域

通
貨
と
し
て
最
大
限
に
流
通
さ
せ
、

経
済
活
動
や
地
域
活
動
の
持
続
的

な
活
性
化
を
目
指
し
て
お
り
、
同

計
画
の
中
で
の
位
置

付
け
に
つ
い
て
は
、

関
係
部
局
と
協
議
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

答 
市
立
病
院

機
構
で
は
、北

部
医
療
セ
ン

タ
ー
安
佐
市

民
病
院
の
所

有
す
る
救
急

車
が
老
朽
化

し
て
い
る
た
め
、車
両
更
新
の
選
択

肢
と
し
て
消
防
局
で
役
割
を
終
え

た
救
急
車
の
再
利
用
を
同
局
と
協

議
し
て
お
り
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
活
用
は
検
討
し
て
い
な

い
と
聞
い
て
い
る
。

答 

令
和
７
年
の
平
和
宣
言
で
、
自

国
の
こ
と
の
み
に
専
念
す
る
安
全

保
障
政
策
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
世

界
中
の
為
政
者
に
、
対
話
を
通
じ

た
信
頼
関
係
に
基
づ
く
安
全
保
障

体
制
の
構
築
に
向
け
た
議
論
を
す

ぐ
に
で
も
開
始
す
べ
き
と
呼
び
掛

け
た
。こ
う
し
た
呼
び
掛
け
は
、ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
と
い
う
言
葉
は
使
っ
て
い

な
い
が
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
含
む
、

あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
否
定
す
る
た
め

に
も
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

答 

ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
の
延
伸
に

つ
い
て
は
、
事
業
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

に
応
じ
、

地
域
の
意
見
を
聴
き
、
住
民
説
明

会
を
行
っ
て
お
り
、
中
央
図
書
館

等
の
移
転
整
備
に
つ
い
て
も
、
議

会
へ
の
報
告
や
市
民
意
見
の
募
集

な
ど
所
要
の
手
続
き
を
行
っ
て
い

る
。
加
え
て
、
両
事
業
に
お
い
て
、

市
民
か
ら
の
個
別
の
意
見
に
つ
い

て
も
随
時
、
丁
寧
に
対
応
す
る
な

ど
、
同
法
の
規
定
を
踏
ま
え
る
ま

で
も
な
く
、
住
民
自
治
の
理
念
に

沿
っ
て
進
め
て
い
る
。

答 

基
幹
病
院
の
機
能
分
化
の
取
り

組
み
と
し
て
、
県
の
示
す
県
立
広

島
病
院
を
中
心
に
統
合
再
編
す
る

新
病
院
の
構
想
は
、「
病
院
完
結
型
」

の
医
療
か
ら
地
域
全
体
で
治
し
、

支
え
る
「
地
域
完
結
型
」
の
医
療

へ
の
転
換
を
進
め
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
。
本
市
も
そ
の
取
り
組
み
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え

の
下
、
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
安
佐

市
民
病
院
と
安
佐
医
師
会
病
院
を

整
備
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進

な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ま
た
、

広
島
広
域
都
市
圏
内
の
医
療
提
供

体
制
の
強
化
も
図
っ
て
い
る
。

問 

狩
留
家
駅
か
ら
広
島
駅
間
は
通

勤
利
用
者
が
多
い
た
め
、
こ
の
区
間

の
利
用
促
進
に
は
ダ
イ
ヤ
改
正
が
不

可
欠
。
そ
の
た
め
に
は
、
列
車
の
す

れ
違
い
が
可
能
な
新
駅
の
増
設
が
必

要
で
は
な
い
か
。

問 

次
期
広
島
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
、

電
子
契
約
の
導
入
と
、「
と※
１

し
ポ
」

を
さ
ら
に
活
用
し
て
い
く
た
め
の
デ

ジ
タ
ル
通
貨
の
活
用
を
、
そ
れ
ぞ
れ

追
加
し
た
上
で
取
り
組
み
を
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

問 

広
島
県
立
病
院
機
構
は
救
急
車

購
入
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
利
用
す
る
が
、
市
立
病
院
機
構
で

は
ど
う
す
る
の
か
。

問 

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
攻
撃
で
、

ガ
ザ
の
こ
ど
も
の
死
傷
者
は
５
万
人

を
超
え
、
飢
餓
な
ど
深
刻
な
人
道
状

況
が
発
生
し
て
い
る
。
世
界
に
恒
久

平
和
を
訴
え
る
本
市
は
、
市
長
名
で

「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
や
め
よ
」
と
発
信

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問 

本
市
の
都
市
計
画
は
平
和
記
念

都
市
建
設
法
の
下
に
あ
る
。
第
６
条

に
住
民
の
協
力
を
得
る
こ
と
に
不
断

の
活
動
を
義
務
付
け
て
い
る
が
、
ア

ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
の
延
伸
、
中
央
図

書
館
の
移
転
な
ど
は
住
民
の
意
見
聴

取
な
ど
不
十
分
で
あ
る
。
両
事
業
の

住
民
の
協
力
は
ど
う
取
っ
た
の
か
。

問 

広
島
県
地
域
医
療
構
想
に
お
い

て
、
将
来
の
あ
る
べ
き
医
療
・
介
護

提
供
体
制
の
実
現
に
向
け
て
、
広
島

大
学
病
院
、
広
島
市
民
病
院
、
県
立

広
島
病
院
、
広
島
赤
十
字
・
原
爆
病

院
の
４
基
幹
病
院
の
機
能
分
化
と
連

携
強
化
を
進
め
る
と
あ
る
が
取
り
組

み
状
況
は
ど
う
か
。

問 

生
成
Ａ
Ｉ
の
時
代
を
生
き
る
こ

ど
も
た
ち
が
、
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
自
在

に
使
い
こ
な
し
、
才
能
を
開
花
さ
せ

て
世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
へ
と
成

長
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
デ
ジ

タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
が
重

要
。
そ
の
た
め
今
後
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
活
用
し
た
教
育
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

問 

こ
ど
も
医
療
費
補
助
制
度
に
つ

い
て
、
所
得
制
限
の
撤
廃
や
対
象
年

齢
の
拡
大
な
ど
、
補
助
内
容
の
さ
ら

な
る
拡
充
を
令
和
８
年
度
に
向
け
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

問 

被
爆
８０
周
年
を
迎
え
た
今
、
本

市
は
被
爆
体
験
伝
承
者
の
意
義
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
次
世

代
に
被
爆
体
験
を
ど
う
継
承
し
て
い

く
の
か
。

問 

就
学
援
助
制
度
は
認
定
基
準
が

生
活
保
護
費
と
同
等
の
収
入
に
見
直

さ
れ
て
以
来
、
認
定
率
は
下
が
り
、

本
市
は
１
億
円
の
支
援
を
削
っ
た
。

「
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判
」
で
生
活

保
護
基
準
額
が
違
法
と
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
本
市
独
自
に
認
定
基
準
を

見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問 

本
市
で
も
教
員
に
よ
る
深
刻
な

性
暴
力
が
あ
っ
た
。
魂
の
殺
人
と
呼

ば
れ
る
性
暴
力
、
こ
ど
も
を
守
る
立

場
の
教
員
に
よ
る
校
内
で
の
犯
罪
に

対
し
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
る
の

か
。
ま
た
、
こ
ど
も
自
身
が
身
を
守

る
教
育
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

問 

自
動
車
関
連
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、

電
動
化
に
よ
る
部
品
点
数
の
減
少

や
、
部
品
の
共
通
化
と
い
っ
た

１
０
０
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
変
革

期
を
乗
り
切
る
た
め
、
新
規
事
業
拡

大
も
視
野
に
入
れ
た
支
援
が
必
要
と

考
え
る
が
、本
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

芸
備
線
に
新
駅
を
！

次
期
広
島
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
策
定

救
急
車
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

「
ガ
ザ
」の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
や
め
よ

平
和
都
市
法
に
謳う
た
う
市
民
の
協
力

地
域
医
療

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
を
！

こ
ど
も
医
療
費
補
助
制
度
の
拡
充

被
爆
体
験
の
継
承

自
治
体
が
で
き
る
支
援
の
見
直
し
を

こ
ど
も
を
性
暴
力
か
ら
守
る

も
の
づ
く
り
産
業
振
興

一
般
質
問
発
言
項
目

◎
発
言
順
に
掲
載
。
太
字
は
下
で
紹
介
し
て
い
る

質
問
を
含
み
ま
す
。

●
山
路
英
男
（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ　
東
区
）

被
爆
８０
年
の
平
和
記
念
式
典
／
芸
備
線
の
今
後
の
あ
り

方
／
民
間
提
案
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
行
政

の
効
率
化
／
広
報
業
務
の
内
製
化
／
教
育
委
員
会
に
お

け
る
Ａ
Ｉ
活
用
／
下
水
道
工
事
に
伴
う
道
路
陥
没
／
医

療
的
ケ
ア
児
の
移
行
期
医
療

●
並
川
雄
一
（
公
明
党　
中
区
）

次
期
広
島
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
策
定
／
総
合
的
な
空

き
家
対
策
／
人
口
減
少
対
策
／
市
営
住
宅
の
運
営
等

／
墓
地
の
運
営
／
こ
ど
も
医
療
費
補
助
制
度
の
拡
充

●
有
田
優
子
（
市
民
連
合
・
市
民
の
声　

南
区
）

路
面
電
車
駅
前
大
橋
ル
ー
ト
／
被
爆
体
験
証
言
者
・

伝
承
者
／
救
急
車
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

●
豊
島
永
子
（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ　
西
区
）

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
に
備
え
た
本
市
の
津
波
避

難
対
策
／
学
校
給
食
／
相
談
支
援
事
業

●
山
下
正
寛
（
市
民
連
合
・
市
民
の
声　
安
佐
北
区
）

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
／
出
会
い

か
ら
始
ま
る
地
域
の
未
来
／
三
世
代
同
居
・
近
居
支

援
事
業
／
移
住
支
援
／
地
域
活
性
化
に
向
け
た
芸
備

線
の
利
活
用
／
有
害
鳥
獣
の
ジ
ビ
エ
へ
の
利
活
用

●
田
中
勝
（
公
明
党　
西
区
）

ピ
ー
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
新
た
な
取
組
／
核
兵
器
禁
止

条
約
・
第
１
回
再
検
討
会
議
／
原
爆
ド
ー
ム
の
国
の

特
別
史
跡
指
定
に
関
す
る
取
組
等
／
災
害
対
策
に
お

け
る
ト
イ
レ
カ
ー
等
／
救
急
自
動
車
に
お
け
る
電
動

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
等
／
マ
イ
ボ
ト
ル
対
応
型
給
水
機

／
地
域
猫
活
動
へ
の
支
援
等

●
西
佐
古
晋
平（
自
民
党・市
民
ク
ラ
ブ　
安
芸
区
）

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

●
石
川
さ
お
り
（
鈴
蘭
会　
安
佐
南
区
）

不
妊
治
療
支
援
／
子
育
て
支
援
／
不
登
校
支
援
／
創

業
支
援
／
わ
い
せ
つ
事
件
の
再
発
防
止

●
亀
井
一
夫
（
至
誠
会　
安
佐
南
区
）

ひ
ろ
し
ま
西
風
新
都
／
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
／
ス
ク
ラ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
／
精
神
保
健
福
祉
法
に
基

づ
く
入
院
／
通
学
路
安
全
対
策
／
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

／
行
政
業
務

●
森
野
貴
雅
（
新
政
ク
ラ
ブ　
佐
伯
区
）

映
像
に
よ
る
被
爆
体
験
の
伝
承
／
広
島
市
多
文
化
共

生
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指
針
／
紙
屋
町
交
差
点
付
近

の
人
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
／
こ
ど
も
医
療
費
補
助
制
度

の
拡
充

●
長
井
龍
也
（
広
島
維
新
の
会　
安
佐
南
区
）

地
域
医
療
／
も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興
／
平
和
記
念

資
料
館

●
桑
田
恭
子
（
ひ
ろ
し
ま
清
風
会　
佐
伯
区
）

平
和
／
基
町
相
生
通
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
／
子

ど
も
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
ど
う
守
る
か
／
長
寿
期
の
高
齢

者
支
援

●
中
原
洋
美
（
日
本
共
産
党　
南
区
）

被
爆
80
年
被
爆
地
の
役
割
を
果
た
そ
う
／
地
方
自

治
体
の
役
割
／
大
型
開
発
か
ら
暮
ら
し
応
援
に
転
換

を
／
学
生
支
援


